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く

願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切

乃
至
法
界
平
等
利
益

敬

む
お
だ
や
あ
き

右
為
者

文

泉
霊
等
菩
提
也

(

？)

け

我
等
与
衆
生
皆
供
成
仏
道

永
禄
十
年
五
月
廿
四
日

白

①

②

③

④

〔
解

説
〕

①

む
（
キ
ャ
）
お
（
カ
）
だ
（
ラ
）
や
（
バ
）
あ
（
ア
）
と
発
音
し
、
仏
教
の
宇
宙
観
の
五
大
要
素
で
あ
る
「
空
」
「
風
」
「
火
」
「
水
」
「
地
」
を
そ
れ
ぞ

れ
表
し
て
い
ま
す
。

②

き
（
キ
リ
ー
ク
）
く
（
サ
）
け
（
サ
ク
）
と
発
音
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
梵
字
は
阿
弥
陀
三
尊
を
表
し
、
順
に
阿
弥
陀
如
来
、
観
世
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩

を
示
し
て
い
ま
す
。

③

死
者
の
冥
福
を
祈
る
回
向
文
で
す
。
和
文
と
し
て
は
「
願
わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
普
く
一
切
に
及
ぼ
し
、
我
等
と
衆
生
と
皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と

を
」
と
な
り
ま
す
。
自
己
が
積
ん
だ
功
徳
を
他
者
に
施
す
阿
弥
陀
仏
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
救
う
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
仏
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
本
願
の

慈
悲
の
力
が
、
限
り
な
い
光
明
と
し
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
注
が
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

④

「
乃
至
法
界
平
等
利
益
」
と
は
、
仏
の
世
界
で
は
何
人
も
平
等
に
仏
の
恵
み
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
全
て
の
者
が
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
「
右
為
者

文

（
或
い
は
「
久
」
）
泉
霊
等
菩
提
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
「
文
泉
」
（
或
い
は
「
久
泉
」
）
等
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
卒

(

？)

塔
婆
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
卒
塔
婆
は
経
木
塔
婆
で
、
年
忌
供
養
の
際
等
に
作
ら
れ
、
供
養
が
終
わ
る
と
川
や
池
等
に
流
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

永
禄
十
年
五
月
二
十
四
日
の
法
要
の
際
に
濠
に
流
さ
れ
た
卒
塔
婆
な
の
で
す
。



- 14 -

「永禄十年」って何があったの？
畿内に覇を唱えた三好長慶は，永禄7(1564)年に亡くなります。重臣・松永久秀と有力

ながよし

家臣団「三好三人衆」に担がれた三好義継が家督を継ぎますが，長慶ほどの力はなく，畿
よしつぐ

内には再び権力闘争の嵐が吹き荒れます。

そんな中，将軍・足利義輝が三好家を追放し，京都を奪い返そうとしますが，松永久秀
あしかがよしてる

と三好三人衆は，逆にこの将軍・足利義輝を暗殺してしまいます。彼らは足利家の親類（＝

14代将軍足利義栄。平島公方の家系から唯一本当に将軍になった人）を別の将軍として立
よしひで

てようとしますが，「将軍殺し」である彼らへの風当たりは強く，各地で内乱も発生して

うまく行きません。その結果，松永久秀と三好三人衆はケンカ状態となってしまいました。

永禄10(1567)年10月，三好三人衆は東大寺の大仏殿に陣を張りました。大仏殿を眺めら

れる位置にあった自分の居城をとられた久秀は，それを奪い返そうと，東大寺にたてこも

った敵の三好軍を襲いました。しかし東大寺は聖地。しかも大仏さんのいる大仏殿に兵を

入れるなどということは，誰も予想しませんでした。三好軍もまさか，ここまでは襲って

くることはないだろうと思っていたのです。

でも久秀は違いました。将軍（足利義輝）を殺してきた久秀は，仏をもおそれなかった

のです。久秀の夜討ちにあって大仏殿は焼失し，その際大仏の頭部は溶けてしまいました。

まもなく両手や肩などは修復されますが，木に銅板を貼り付けただけの仮の頭部を付けた

大仏は，大仏殿もない状態で100年以上の歳月を過ごすことになるのでした。

このほか永禄10年には，

8月15日 織田信長，稲葉山城の斎藤竜興を倒す。岐阜と改めここに本拠を移す。
たつおき

9月29日 浅井長政，信長の妹お市の方を妻に迎え入れ，信長と同盟を結ぶ。

11月 信長，「天下布武」の印を使い始める。

といったできごとが起こっています。まさにNHK大河ドラマ『功名が辻』で，現在放送さ

れている時代なのです。

浅井長政と祝言を挙げるお市（想像）




